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まず，校合面 i乙中等度う蝕を有する 150 本の抜去大臼歯を被験歯とし，う蝕象牙質の表層から深層へ
向かつて硬さを測定し，硬さー深さ曲線を描いた。この曲線上で 20KHNの硬さを示す部位から軟化開
始部までの距離を測定し，乙の距離の分布を調べたところ， 500μmを境として大きく 2 つに分けられ
ることが示された。そこで，乙の距離が 500μm 未満のものを A型う蝕，それ以上のものをB 型う蝕と
し，それぞれ着色の程度 修復象牙質形成の有無を調べた口




取し培養した。また，削除面下の象牙質の硬さ測定を行ない，前記の基準 iとより A 型およびB 型の各う
蝕歯に分けた。次いで，分離した細菌を供試菌として臨床で繁用される水酸化カルシウム系覆髄剤およ
び 4 種の裏層材(酸化亜鉛ユージノールセメント，グラスアイオノマーセメント，カルボキシレートセ
メン卜，りん酸亜鉛セメント)の抗菌性を in uitro で検討した。
以上の実験より，次の結果を得た。
1. 象牙質う蝕はう蝕象牙質の硬さ-深さ曲線の傾きから A 型う蝕と B 型う蝕i乙分けられることが分
かったが，う蝕象牙質の着色程度および修復象牙質形成の有無より， A型う蝕は急性う蝕に， B 型う
蝕は慢性う蝕にほぼ対応するものと考えられた。
2. う蝕象牙質の硬さと細菌感染との関係を調べたところ，硬さ 20KHN を示す象牙質において， A 型
う蝕歯ではもはや細菌は存在しないが， B 型う蝕歯では 76 %の歯で細菌が認められ，とくに 36~ぢの
歯ではかなり多数の細菌が認められた。
3. スプーンエキスカベーターでう蝕象牙質を削除した後の象牙質の硬さは A型および B 型う蝕でそ
れぞれ平均 17 および 19 KHN であった。また，削除面直下の象牙質を培養したところ， A型う蝕歯
では全例で細菌が検出されなかった。一方， B型う蝕歯では 80 %の歯から細菌が検出され，それら
の細菌はほとんどが偏性嫌気性のグラム陽性梓菌であった。
4. う蝕象牙質深部より分離した細菌に対する水酸化カルシウム系覆髄剤および 4 種の裏層材の抗菌性




















この研究は抜去歯を用いて in vitro でなされたものであり，その成果を即臨床に応用するには無理は
あるが， う蝕象牙質の処置を象牙質の感染の程度から検討しているという点で極めて興味がある。従っ
て，同君の論文は歯学博士の学位請求に十分値するものと認める。
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